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§１ 中学校へつなぐために小学校でどこまで

指導すべきか

§２ 中学校での授業のようす（動画視聴）

§３ 小中連携の重要性



小学校外国語活動
（3・4年）

小学校外国語
（5・6年）

中学校外国語

外国語によるコミュニケー
ションにおける見方・考え
方を働かせ，外国語による
聞くこと，話すことの言語
活動を通して，コミュニ
ケーションを図る素地とな
る資質・能力を次のとおり
育成することを目指す。

外国語によるコミュニケー
ションにおける見方・考え方
を働かせ，外国語による聞く
こと，読むこと，話すこと，
書くことの言語活動を通して，
コミュニケー ションを図る基
礎となる資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

外国語によるコミュニケー
ションにおける見方・考え
方を働かせ，外国語による
聞くこと，読むこと，話す
こと，書くことの言語活動
を通して，簡単な情報や 考
えなどを理解したり表現し
たり伝え合ったりするコ
ミュニケーションを図る資

質・能力を次のとおり育成
することを目指す。



小学校外国語活動
（3・4年）

小学校外国語
（5・6年）

中学校外国語

外国語を通して，言語や
文化について体験的に理
解を深め，日本語と外国
語との音声の違い等に気
付くとともに，外国語の
音声や基本的な表現に慣
れ親しむようにする。

外国語の音声や文字，語彙，
表現，文構造，言語の働き
などについて，日本語と外
国語との違いに気付き，こ
れらの知識を理解するとと
もに，読むこと，書くこと
に慣れ親しみ，聞くこと，
読むこと，話すこと，書く
ことによる実際のコミュニ
ケーションにおいて活用で
きる基礎的な技能を身に付
けるようにする。

外国語の音声や語彙，表
現，文法，言語の働きな
どを理解するとともに，
これらの知識を，聞くこ
と，読むこと，話すこと，
書くことによる実際のコ
ミュニケーションにおい
て活用できる技能を身に
付けるようにする。



小学校外国語活動
（3・4年）

小学校外国語
（5・6年）

中学校外国語

身近で簡単な事柄につい
て，外国語で聞いたり話
したりして自分の考えや
気持ちなどを伝え合う力
の素地を養う。

コミュニケーションを行う
目的や場面，状況などに応
じて，身近で簡単な事柄に
ついて，聞いたり話したり
するとともに，音声で十分
に慣れ親しんだ外国語の語
彙や基本的な表現を推測し
ながら読んだり，語順を意
識しながら 書いたりして，

自分の考えや気持ちなどを
伝え合うことができる基礎
的な力を養う。

コミュニケーションを行
う目的や場面，状況など
に応じて，日常的な話題
や社会的な話題について，
外国語で簡単な情報や考
えなどを理解したり，こ
れらを活用して表現した
り伝え合ったりすること
ができる力を養う。



小学校外国語活動
（3・4年）

小学校外国語
（5・6年）

中学校外国語

外国語を通して，言語や
その背景にある文化に対
する理解を深め，相手に
配慮しながら，主体的に
外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとす
る態度を養う。

外国語の背景にある文化に
対する理解を深め，他者に
配慮しながら，主体的に外
国語を用いてコミュニケー
ションを図ろうとする態度
を養う。

外国語の背景にある文化
に対する理解を深め，聞
き手，読み手，話し手，
書き手に配慮しながら，
主体的に外国語を用いて
コミュニケーションを図
ろうとする態度を養う。



§学習指導要領「第2節 英語 1 目標」



【中学年】

§ゆっくりはっきりと話された際に、自分のことや身の回り
の物を表す簡単な語句を聞き取るようにする。

【高学年】

§ゆっくりはっきりと話されれば、自分のことや身近で簡単
な事柄について、簡単な語句や基本的な表現を聞き取るこ
とができるようにする。

【中学校】

§はっきりと話されれば、日常的な話題について、必要な情
報を聞き取ることができるようにする。



【中学年】

・サポート受けて、自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事

柄について、簡単な語句や基本的な表現を用いて質問をしたり質

問に答えたりするようにする。

【高学年】

・自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄について、簡単

な語句や基本的な表現を用いてその場で質問したり質問に答えた

りして、伝え合うことができるようにする。

【中学校】

・社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて、考え

たことや感じたこと、その理由などを、簡単な語句や文を用いて

述べ合うことができるようにする。



【中学年】

言語活動に関する事項「聞くこと」

・文字の読み方が発音されるのを聞いて、活字

体で書かれた文字と結びつける活動



【中学年】具体的な活動として

・大文字と小文字の名称を表す読み方を聞いて、

「活字体を指さす」

「発音された順に文字カードを並べ替える」

「友達と一緒に文字の形を体で表現」

「小文字を１階建て、２階建て、地下室と仲間分け

する」等 体験的に文字に親しむ



【高学年】

言語活動に関する事項「読むこと」

・活字体で書かれた文字を見て、その読み方を

適切に発音する活動



【高学年】具体的な活動として

・中学年での慣れ親しみ

・名称を発音できるようにする ei/bi:
異学年での学習内容の把握を



【高学年】

（ア）文字の読み方が発音されるのを聞いて，活字体

の大文字，小文字を書く活動。

（イ）相手に伝えるなどの目的をもって，身近で簡単

な事柄について，音声で十分に慣れ親しんだ簡

単な語句を書き写す活動。



【高学年】

（ウ）相手に伝えるなどの目的をもって，語と語の区切りに注

意して，身近で簡単な事柄について，音声で十分に慣れ

親しんだ基本的な表現を書き写す活動。

（エ）相手に伝えるなどの目的をもって， 名前や年齢，趣味，

好き嫌いなど，自分に関する簡単な事柄について，音声

で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を用い

た例の中から言葉を選んで書く活動。



文部科学省動画 中学校1年生
「Small Talk  やり取りをしながら指導する方途例」

§ 中学校の外国語教育はこう変わる！②「言語活動を通して、言語材料を学ぶ」 -
YouTube

https://www.youtube.com/watch?v=eMEPKJA7IYU
https://www.youtube.com/watch?v=eMEPKJA7IYU
https://www.youtube.com/watch?v=eMEPKJA7IYU


§コミュニケーションを通して、言語材料（過去形）について
教える授業例。

§中学校学習指導要領では、「生徒が英語に触れる機会を充実
するとともに、授業を実際のコミュニケーションの場面とす
るため、授業は英語で行うことを基本とする」とされている。

§本動画では、言語活動に取り組ませる前に、使わせたい表現
（過去形）を教える方法の例を紹介している。



【授業の展開】

①教師と生徒とのやり取りの中で、Did you ~? や I ate ~.など
の表現を聞かせる。

②生徒は、文脈の中で、「過去のことを言っている」「こう

言えばいいのか」など推測しながら、やり取りに参加する。

③「today’s breakfast」というトピックでSmall Talk（話すこ
と［やり取り］）をする。










